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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

79.5%

▲25＞DI

37 17 45.9%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
161
45

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

100

44
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建　　　設 29
19
35

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２４年８月２３日　～　８月３０日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内161事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
64.4%
48.6%

回答数
62.1%
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
３月 ▲ 20.3 ▲ 9.6 ▲ 21.7 ▲ 35.2 ▲ 10.0
４月 ▲ 26.2 ▲ 20.6 ▲ 22.7 ▲ 41.1 ▲ 11.1
５月 ▲ 28.4 ▲ 24.1 ▲ 17.6 ▲ 35.4 ▲ 33.3
６月 ▲ 28.8 ▲ 13.3 ▲ 22.2 ▲ 57.5 ▲ 6.2
７月 ▲ 29.8 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 48.5 ▲ 35.2
８月 ▲ 38.0 ▲ 24.1 ▲ 26.3 ▲ 60.0 ▲ 29.4

見通し ▲ 19.0 ▲ 24.1 ▲ 10.5 ▲ 28.5 ±0.0

◎売上減少

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「年々売上は縮んできています。それに対応できる形にするには今までの概念を変化させる勇気を持たねばならないと
思う」（印刷業）、「前年同月との比較では売上は減少してしまった」（酒場・ビヤホール）、「暑さの関係で昼間の客足がほとんどない。
閉店時間が早いため一般の売上ダウン」（その他の飲食料品小売業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「８月度初旬は暑さも厳しかったことからセール商材の消化に繋がったほか、晩夏初秋物のプロパー商材が動いたこと
から、売上高は順調な推移となった。お盆休みによる帰省客などファミリー客が増加し、レストランを中心に好調であった」（その他の
各種商品小売業）、「気温が３０度を超えると業種的（生洋菓子）に厳しい。特に後半は残暑厳しく昨年よりも売上減になりました」（菓
子・パン小売業）、「猛暑でお客様の出足が鈍る」（菓子・パン小売業）、「残暑が厳しい中野菜の消費が減っていることが推測され入
荷減に加え単価も安く動きは鈍化傾向にあります。果実は全般的に高値取引となって暑さと比例しているようです」（食料・飲料卸売
業）、「酷暑によるガス消費量の減少。仕入単価はこれから上昇の姿勢。安売りによる業者切り替えなど今から好材料無し。ただし社
員が自覚し顧客の傾向に応え切替件数は減少している」（燃料小売業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「前年、放射能の風評被害影響を受けた、食品・生鮮･精肉などは前年を上回って好調に推移。入店客数を前年
と比較すると、お盆に新規催を開催した週で+5.0と好調であったが、８月を通してみると、微減の結果となっている」（百貨店）、「空
調・照明等、節電が経費削減とられる場合があり、「甘い」節電に。このため「昨年同月」とは、で若干経費が上昇」（その他の各種商
品小売業）、「販売価格が依然として低い状態が続いている」（一般機械器具卸売業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「2極化のさらなる進行、忙しいところはさらに忙しく、消費税導入による駆け込み需要」（一般土木建築工事業）、「柏市
内での新築工事の見積もりは確実に減っている。一部の建設会社は除染工事で忙しいようだが本来の建設工事は減少しているよう
だ。ただ消費税値上げの影響かリフォーム工事の見積もりが増えている」（その他の職別工事業）、「消費税増税、老後への不安、高
齢化の影響でどんどん経営は難しくなっていくと思う。しかし、団塊の世代の層は厚く、まだまだ消費は急な落ち込みはないと思って
いる。ターゲット層にきちんと標的を絞って行うマーケティングの勉強が必要である」（各種食料品小売業）などのコメントが寄せられ
た。

◎猛暑

◎消費税増税

【サービス業】からは、「新規来館者が減少。お盆休み明けから若干戻りつつある」（冠婚葬祭業）、「競合他社の参入により柏エリア
の宿泊の一室単価が減少、稼動は予算をクリア出来るが、一室単価が大きく下がり宿泊利益を圧迫。重油の価格が少しづつではあ
るが上がってきており、水光熱費が増える」（ホテル）、「個人需要・法人需要ともほぼ前年並み。先行きはこれからの動きになるので
受注状況を注視したい」（旅行業）などのコメントが寄せられた。

【製造業】からは、「８月は各企業の夏季休暇が長かったため売上採算は悪化。４～６月までは売上採算も前年より増加していたが、
受注単価の値引き要求が強く他社との競争が激化」（その他の金属製品製造業）、「当社は部品メーカーであるが、 終商品の競争
の激化に伴って、当社の製品の単価も長期的に下落を続けている。原材料として継続的に購入している、銀、白金などの価格が今
後、値上がりしそうであり、影響を受ける。外注先で、操業停止する会社が何社かある」（ガラス・同製品製造業）などのコメントが寄
せられた。

【平成２４年８月の調査結果のポイント】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３８．０(前月水準▲２９．８)となり、マイナス
幅が▲８．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２９．４(同
▲３５．２)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲２６．３(同▲１１．７)、卸小売業
▲６０．０(同▲４８．５)、建設業▲２４．１(同▲１４．２)である。

○

≪　業況DIが大幅に悪化　猛暑で売り上げや客足に影響≫

【建設業】からは、「柏近郊の新築工事が昨年同様少ない」（石工れんがタイルブロック工事業）、「家庭用太陽光発電の設備工事が
増加した。節電の意識が高まり、機器の入れ替えは消費電力にポイントを置いている」（電気工事業）、「秋の受注が多くなってきまし
た。工事が集中すると従業員が不足してしまう」（塗装工事業）などのコメントが寄せられた。
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平成24年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 20.3 ▲ 26.2 ▲ 28.4 ▲ 28.8 ▲ 29.8 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ( ▲ 34.0 )

建　　　 設 ▲ 9.6 ▲ 20.6 ▲ 24.1 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ▲ 24.1 ▲ 24.1 ( ▲ 21.4 )

製　　　 造 ▲ 21.7 ▲ 22.7 ▲ 17.6 ▲ 22.2 ▲ 11.7 ▲ 26.3 ▲ 10.5 ( ▲ 35.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 35.2 ▲ 41.1 ▲ 35.4 ▲ 57.5 ▲ 48.5 ▲ 60.0 ▲ 28.5 ( ▲ 42.8 )

サ ー ビ ス ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 35.2 ▲ 29.4 ±0.0 ( ▲ 35.2 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２
９．４(同▲３５．２)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業▲２６．３(同▲１
１．７)、卸小売業▲６０．０(同▲４８．５)、建設業▲２４．１(同▲１４．２)である。

平成２４年８月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年８月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１９．０（前月水準▲３４．
０）となり、マイナス幅が１５．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業±０．０(同▲３５．２)、製造業▲１０．５(同▲３５．２)、卸小売業▲２８．５(同▲４２．８)である。特
に、サービス業はマイナス幅が３５．２ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大す
る見通しの業種は、建設業▲２４．１(同▲２１．４)である。

○

○

先行き見通し

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３８．０(前月水準▲２９．８)となり、
マイナス幅が▲８．２ポイント拡大した。

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年８月の業況

８月

3

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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平成24年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ±0.0 ▲ 14.5 ▲ 17.8 ▲ 21.6 ▲ 17.5 ▲ 39.0 ▲ 4.0 ( ▲ 22.6 )

建　　　 設 △ 9.6 ▲ 3.4 ▲ 17.2 ▲ 3.3 ±0.0 ▲ 31.0 ▲ 3.4 ( △ 10.7 )

製　　　 造 ▲ 13.0 ▲ 27.2 ▲ 23.5 ▲ 11.1 △ 11.7 ▲ 21.0 △ 5.2 ( ▲ 35.2 )

卸 ・ 小売 △ 8.8 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 45.4 ▲ 31.4 ▲ 60.0 ▲ 17.1 ( ▲ 34.2 )

サ ー ビ ス ▲ 15.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 18.7 ▲ 47.0 ▲ 29.4 △ 11.7 ( ▲ 41.1 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、サービス業１１．７
(同▲４１．１)、製造業５．２(同▲３５．２)である。特に、サービス業は５２．８ポイントと大幅に改善す
る見通しである。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲１７．１(同▲３４．２)である。
プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、建設業▲３．４(同１０．７)である。

　　平成２４年８月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

○

○

【平成２４年８月の売上についての状況】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３９．０(前月水準▲１７．５)となり、
マイナス幅が▲２１．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲２９．４(同▲４７．０)
である。プラスからマイナスに転じた業種は、製造業▲２１．０(同１１．７)であり、３２．７ポイントと大
幅に悪化した。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３１．０(同±０．０)、卸小売業▲６０．０(同
▲３１．４)であり、建設業はマイナス幅が▲３１．０ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．０（前月水準▲２２．
６）となり、マイナス幅が１８．６ポイント縮小する見通しである。

全 産 業

産業別 平成２４年８月の売上

８月

4

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

８月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

4



平成24年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 13.8 ▲ 23.3 ▲ 31.5 ▲ 31.9 ▲ 38.1 ▲ 40.0 ▲ 12.0 ( ▲ 27.8 )

建　　　 設 ▲ 12.9 ▲ 27.5 ▲ 37.9 ▲ 26.6 ▲ 28.5 ▲ 41.3 ▲ 27.5 ( ▲ 14.2 )

製　　　 造 ▲ 17.3 ▲ 13.6 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 23.5 ▲ 21.0 △ 5.2 ( ▲ 29.4 )

卸 ・ 小売 ▲ 14.7 ▲ 32.3 ▲ 38.7 ▲ 54.5 ▲ 51.4 ▲ 57.1 ▲ 17.1 ( ▲ 34.2 )

サ ー ビ ス ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 22.2 ▲ 18.7 ▲ 41.1 ▲ 23.5 △ 5.8 ( ▲ 35.2 )

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．０（前月水準▲２７．
８）となり、マイナス幅が１５．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、サービス業５．８(同
▲３５．２)、製造業５．２(同▲２９．４)である。特に、サービス業は４１．０ポイントと大幅に改善する
見通しである。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲１７．１(同▲３４．２)である。マイ
ナス幅が拡大する見通しの業種は、建設業▲２７．５(同▲１４．２)である。

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４０．０(前月水準▲３８．１)となり、
マイナス幅が▲１．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２
３．５(同▲４１．１)、製造業▲２１．０(同▲２３．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、建設業▲４１．３(同▲２８．５)、卸小売業▲５７．１(同▲５１．４)である。

【平成２４年８月の採算についての状況】

○

先行き見通し

　　平成２４年８月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年８月の採算

８月

5

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 32.4 ▲ 34.9 ▲ 29.4 ▲ 19.5 ▲ 18.5 ▲ 10.0 ▲ 14.0 ( ▲ 19.5 )

建　　　 設 ▲ 29.0 ▲ 41.3 ▲ 34.4 ▲ 30.0 ▲ 35.7 ▲ 24.1 ▲ 20.6 ( ▲ 21.4 )

製　　　 造 ▲ 17.3 ▲ 22.7 ▲ 11.7 △ 11.1 △ 5.8 △ 21.0 ▲ 10.5 ( ▲ 11.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 52.9 ▲ 41.1 ▲ 45.1 ▲ 24.2 ▲ 22.8 ▲ 17.1 ▲ 14.2 ( ▲ 28.5 )

サ ー ビ ス ▲ 20.0 ▲ 27.7 ▲ 11.1 ▲ 25.0 ▲ 5.8 ▲ 5.8 ▲ 5.8 ( ▲ 5.8 )

先行き見通し

【平成２４年８月の仕入単価についての状況】

○

○

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．０(前月水準▲１８．５)となり、
マイナス幅が８．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業２１．０(同５．８)である。マイ
ナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲２４．１(同▲３５．７)、卸小売業▲１７．１(同
▲２２．８)である。変らない業種は、サービス業▲５．８(同▲５．８)である。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．０（前月水準▲１９．
５）となり、マイナス幅が５．５ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲１４．２(同▲２８．５)、製造業▲１０．５(同▲１１．７)、建設業▲２０．６(同▲２１．４)である。変
らない見通しの業種は、サービス業▲５．８(同▲５．８)である。

　　平成２４年８月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年８月の仕入単価

８月

6

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

6



平成24年

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 △ 1.8 △ 0.9 ▲ 1.0 △ 2.0 ▲ 5.1 ▲ 2.0 △ 2.0 ( ±0.0 )

建　　　 設 △ 6.4 △ 3.4 ±0.0 △ 16.6 △ 7.1 △ 3.4 △ 6.8 ( △ 7.1 )

製　　　 造 ▲ 4.3 ▲ 4.5 ▲ 11.7 ▲ 11.1 ▲ 11.7 ▲ 10.5 ▲ 5.2 ( ▲ 5.8 )

卸 ・ 小売 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ▲ 3.2 ▲ 15.1 ▲ 11.4 ▲ 8.5 ▲ 2.8 ( ▲ 8.5 )

サ ー ビ ス △ 25.0 △ 16.6 △ 11.1 △ 25.0 ▲ 5.8 △ 11.7 △ 11.7 ( △ 11.7 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、２．０（前月水準±０．０）と
なり、プラス幅が２．０ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲２．８(同▲８．５)、製造業▲５．２(同▲５．８)である。変らない見通しの業種は、サービス業１
１．７(同１１．７)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、建設業６．８(同７．１)である。

　　平成２４年８月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２．０(前月水準▲５．１)となり、マイ
ナス幅が３．１ポイント縮小した。
業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業１１．７(同▲５．
８)である。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲８．５(同▲１１．４)、製造業
▲１０．５(同▲１１．７)である。プラス幅が縮小した業種は、建設業３．４(同７．１)である。

【平成２４年８月の従業員についての状況】

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年８月の従業員

８月

7

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月～１１月 ( ８月～１０月 )

全　産　業 ▲ 12.0 ▲ 10.6 ▲ 12.6 ▲ 16.4 ▲ 10.3 ▲ 11.0 ▲ 8.0 ( ▲ 14.4 )

建　　　 設 ▲ 3.2 ▲ 6.8 ▲ 3.4 ▲ 3.3 △ 7.1 ▲ 3.4 ▲ 3.4 ( ▲ 3.5 )

製　　　 造 ▲ 4.3 ▲ 4.5 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 5.8 ▲ 5.2 ▲ 10.5 ( ▲ 17.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 29.4 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 33.3 ▲ 22.8 ▲ 25.7 ▲ 20.0 ( ▲ 22.8 )

サ ー ビ ス ▲ 5.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 12.5 ▲ 17.6 ±0.0 △ 11.7 ( ▲ 11.7 )

先行き見通し

平成２４年８月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年８月の資金繰りについての状況】

８月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１１．０(前月水準▲１０．３)となり、
マイナス幅が▲０．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±
０．０(同▲１７．６)、製造業▲５．２(同▲５．８)である。プラスからマイナスに転じた業種は、建設業
▲３．４(同７．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲２５．７(同▲２２．８)である。

向こう３ヶ月（９月から１１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲８．０（前月水準▲１４．
４）となり、マイナス幅が６．４ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、サービス業１１．７
(同▲１１．７)であり、２３．４ポイントと大幅に改善する見通しである。マイナス幅が縮小する見通し
の業種は、幅の大きい順に、製造業▲１０．５(同▲１７．６)、卸小売業▲２０．０(同▲２２．８)、建設
業▲３．４(同▲３．５）である。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年８月の資金繰り

８月

8

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 39.0 ▲ 4.0 ▲ 40.0 ▲ 12.0 ▲ 10.0 ▲ 14.0 ▲ 2.0 △ 2.0
建　　　設 ▲ 31.0 ▲ 3.4 ▲ 41.3 ▲ 27.5 ▲ 24.1 ▲ 20.6 △ 3.4 △ 6.8
製　　　造 ▲ 21.0 △ 5.2 ▲ 21.0 △ 5.2 △ 21.0 ▲ 10.5 ▲ 10.5 ▲ 5.2
卸 ・小売 ▲ 60.0 ▲ 17.1 ▲ 57.1 ▲ 17.1 ▲ 17.1 ▲ 14.2 ▲ 8.5 ▲ 2.8
サービス ▲ 29.4 △ 11.7 ▲ 23.5 △ 5.8 ▲ 5.8 ▲ 5.8 △ 11.7 △ 11.7

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ▲ 11.0 ▲ 8.0
建　　　設 ▲ 24.1 ▲ 24.1 ▲ 3.4 ▲ 3.4
製　　　造 ▲ 26.3 ▲ 10.5 ▲ 5.2 ▲ 10.5
卸 ・小売 ▲ 60.0 ▲ 28.5 ▲ 25.7 ▲ 20.0
サービス ▲ 29.4 ±0.0 ±0.0 △ 11.7

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２４年８月の業種別業界内トピックス】
業種別 概 　　　　　　　　　　　況 業種

2極化のさらなる進行、忙しいところはさらに忙しく、消費税導入による駆
け込み需要

二極化
消費税増税
駆け込み需要

一般土木建築工事業

柏近郊の新築工事が昨年同様少ない 新築工事減少 石工れんがタイルブロック工事業
家庭用太陽光発電の設備工事が増加した。節電の意識が高まり、機器の
入れ替えは消費電力にポイントを置いている

太陽光発電
節電意識
設備入れ替え

電気工事業

秋の受注が多くなってきました。工事が集中すると従業員が不足してしま
う

受注増加
従業員不足

塗装工事業

柏市内での新築工事の見積もりは確実に減っている。一部の建設会社は
除染工事で忙しいようだが本来の建設工事は減少しているようだ。ただ消
費税値上げの影響かリフォーム工事の見積もりが増えている。都内での
新築工事の見積もりは増えているが材料値上げに対する売上単価の見
直しはなく依然単価は下がっている状況。そのため物件数は多いが売上
的には伸びず忙しさは倍増している。今後も施工単価の下落材料値上げ
で苦しい状況が続きそうだ

新築工事減少
除染工事
消費税増税
リフォーム
原材料値上げ
売上単価下落
苦しい経営

その他の職別工事業

８月はお盆休みもあり一般家庭の畳工事需要も少なかった。９月には季
節の変わり目なので様々な注文が入ることを期待

お盆休み
工事減少

内装工事業

８月は各企業の夏季休暇が長かったため売上採算は悪化。４～６月まで
は売上採算も前年より増加していたが、受注単価の値引き要求が強く他
社との競争が激化

夏季休暇
売上採算悪化
値引き要求
競争激化

その他の金属製品製造業

年々売上は縮んできています。それに対応できる形にするには今までの
概念を変化させる勇気を持たねばならないと思う

売上減少 印刷業

当社は部品メーカーであるが、 終商品の競争の激化に伴って、当社の
製品の単価も長期的に下落を続けている。原材料として継続的に購入し
ている、銀、白金などの価格が今後、値上がりしそうであり、影響を受け
る。外注先で、操業停止する会社が何社かある。

競争激化
売上単価下落
原材料値上げ

ガラス・同製品製造業

材料値上がり。急ぎの仕事で短納期が多い。安定した仕事量が無い 原材料値上げ
短納期
仕事量不安定

建築用・建設用金属製品製造業

前年、放射能の風評被害影響を受けた、食品・生鮮･精肉などは前年を上
回って好調に推移。入店客数を前年と比較すると、お盆に新規催を開催
した週で+5.0と好調であったが、８月を通してみると、微減の結果となって
いる。

風評被害
食料品好調
入店客数減少

百貨店

８月度初旬は暑さも厳しかったことからセール商材の消化に繋がったほ
か、晩夏初秋物のプロパー商材が動いたことから、売上高は順調な推移
となった。お盆休みによる帰省客などファミリー客が増加し、レストランを
中心に好調であった。お盆休み明けの20日から入店客数・売上高ともに
落ち込みをみせたが、23日からはテナントがセールをを開催、24日には
新店・リニューアル店が4店舗オープンし、セールの集客力を活かした館
内告知を強化し、新店や他業種への波及効果を図り売上に繋げていく。

猛暑
秋物商戦
お盆休み
売上好調
セール効果
テナント新規開店

その他の各種商品小売業

空調・照明等、節電が経費削減とられる場合があり、「甘い」節電に。この
ため「昨年同月」とは、で若干経費が上昇。

節電
経費増加

その他の各種商品小売業

消費税増税、老後への不安、高齢化の影響でどんどん経営は難しくなっ
ていくと思う。しかし、団塊の世代の層は厚く、まだまだ消費は急な落ち込
みはないと思っている。ターゲット層にきちんと標的を絞って行うマーケ
ティングの勉強が必要である。

消費税増税
高齢化
経営困難
マーケティング強化

各種食料品小売業

気温が３０度を超えると業種的（生洋菓子）に厳しい。特に後半は残暑厳
しく昨年よりも売上減になりました

猛暑
売上減少

菓子・パン小売業

猛暑でお客様の出足が鈍る 猛暑
来店客減少

菓子・パン小売業

建設

製造

卸小売
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【平成２４年８月の業種別業界内トピックス】
残暑が厳しい中野菜の消費が減っていることが推測され入荷減に加え単
価も安く動きは鈍化傾向にあります。果実は全般的に高値取引となって
暑さと比例しているようです。また今後の政局の動向を見据えての消費者
は買い控え傾向にあります。青果物の今後は雨不足に伴う秋野菜などに
生育や入荷に大きく変化する可能性があります

猛暑
野菜消費減少
単価下落
買い控え
雨不足

食料・飲料卸売業

酷暑によるガス消費量の減少。仕入単価はこれから上昇の姿勢。安売り
による業者切り替えなど今から好材料無し。ただし社員が自覚し顧客の
傾向に応え切替件数は減少している

猛暑
ガス消費減少
仕入単価上昇
好材料無し

燃料小売業

販売価格が依然として低い状態が続いている 価格低下 一般機械器具卸売業
前年同月との比較では売上は減少してしまった 売上減少 酒場・ビヤホール
新規来館者が減少。お盆休み明けから若干戻りつつある 来店客減少 冠婚葬祭業
競合他社の参入により柏エリアの宿泊の一室単価が減少、稼動は予算を
クリア出来るが、一室単価が大きく下がり宿泊利益を圧迫。重油の価格
が少しづつではあるが上がってきており、水光熱費が増える。

競合他社参入
単価下落
利益圧迫
光熱費増加

ホテル

暑さの関係で昼間の客足がほとんどない。閉店時間が早いため一般の売
上ダウン。夏場は無休にし客足が伸びてきた。

猛暑
来店客減少
売上減少

その他の飲食料品小売業

個人需要・法人需要ともほぼ前年並み。先行きはこれからの動きになる
ので受注状況を注視したい

需要横ばい 旅行業

盆明け以降も一般の客様からの問い合わせは少ない状況。地価、売中
古住宅、建売住宅ともに価格は下がり気味。土地は消費税が上がるので
動きが出てきた

受注減少
住宅価格下落
消費税増税の反動

不動産管理業

消費税増税前の景気上昇に期待しています 消費税増税 不動産賃貸業
団地の取り壊し建設が逐次なされています。更新後の同地区が活気づく
ことを期待し、西口エリアにも良い影響になればと思います

団地建て替え 不動産賃貸・管理業

サービス
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・ ８月度初旬は暑さも厳しかったことからセール商材の消化に繋がったほか、
晩夏初秋物のプロパー商材が動いたことから、売上高は順調な推移となっ
た。お盆休みによる帰省客などファミリー客が増加し、レストランを中心に好

その他の各種商品小売業

・ 気温が３０度を超えると業種的（生洋菓子）に厳しい。特に後半は残暑厳しく
昨年よりも売上減になりました

菓子・パン小売業

・ 猛暑でお客様の出足が鈍る 菓子・パン小売業

・ 残暑が厳しい中野菜の消費が減っていることが推測され入荷減に加え単価
も安く動きは鈍化傾向にあります。果実は全般的に高値取引となって暑さと
比例しているようです。

食料・飲料卸売業

・ 酷暑によるガス消費量の減少。仕入単価はこれから上昇の姿勢。安売りに
よる業者切り替えなど今から好材料無し。ただし社員が自覚し顧客の傾向に
応え切替件数は減少している

燃料小売業

・ 2極化のさらなる進行、忙しいところはさらに忙しく、消費税導入による駆け
込み需要

一般土木建築工事業

・ 柏市内での新築工事の見積もりは確実に減っている。一部の建設会社は除
染工事で忙しいようだが本来の建設工事は減少しているようだ。ただ消費税
値上げの影響かリフォーム工事の見積もりが増えている。

その他の職別工事業

・ 消費税増税、老後への不安、高齢化の影響でどんどん経営は難しくなって
いくと思う。しかし、団塊の世代の層は厚く、まだまだ消費は急な落ち込みは
ないと思っている。ターゲット層にきちんと標的を絞って行うマーケティングの
勉強が必要である。

各種食料品小売業

・ 盆明け以降も一般の客様からの問い合わせは少ない状況。地価、売中古住
宅、建売住宅ともに価格は下がり気味。土地は消費税が上がるので動きが
出てきた

不動産管理業

・ 年々売上は縮んできています。それに対応できる形にするには今までの概
念を変化させる勇気を持たねばならないと思う

印刷業

・ 前年同月との比較では売上は減少してしまった 酒場・ビヤホール

・ 暑さの関係で昼間の客足がほとんどない。閉店時間が早いため一般の売上
ダウン。

その他の飲食料品小売業

◎消費税増税

◎猛暑

◎売上減少
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　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が１．６で、柏
の方がマイナス幅が３．６ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業・サービス業。「柏の景気」の方が悪い業種は製造業・卸小売業で、
卸小売業は１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１１．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１１．２
で、柏の方がマイナス幅が０．２ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業・製造業・サービス業で、サービス業は１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業で、１０ポイント以上悪い。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４０．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２１．１
で、柏のほうがマイナス幅が１８．９ポイント大きい。「柏の景気」の方が全
ての業種で悪く、建設業・卸小売業は１０ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１０．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１４．７
で、柏の方がマイナス幅が４．７ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業・サービスで、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の
方が悪い業種は卸小売業・建設業。

平成２４年８月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲３８．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２３．８
で、柏の方がマイナス幅が１４．２ポイント大きい。「柏の景気」の方が全て
の業種で悪く、卸小売業・サービス業は１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲３９．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１８．６
で、柏の方がマイナス幅が２０．４ポイント大きい。「柏の景気」の方が全て
の業種で悪く、建設業・卸小売業・サービス業は１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 38.0 ▲ 24.1 ▲ 26.3 ▲ 60.0 ▲ 29.4

▲ 23.8 ▲ 19.6 ▲ 21.9 ▲ 34.3 ▲ 16.6

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 39.0 ▲ 31.0 ▲ 21.0 ▲ 60.0 ▲ 29.4

▲ 18.6 ▲ 12.7 ▲ 17.5 ▲ 33.0 ▲ 10.2

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 40.0 ▲ 41.3 ▲ 21.0 ▲ 57.1 ▲ 23.5

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

平成２４年８月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

▲ 21.1 ▲ 22.4 ▲ 16.0 ▲ 33.0 ▲ 13.6

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.0 ▲ 24.1 △ 21.0 ▲ 17.1 ▲ 5.8

▲ 14.7 ▲ 23.5 ▲ 15.3 ▲ 10.6 ▲ 16.2

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 2.0 △ 3.4 ▲ 10.5 ▲ 8.5 △ 11.7

△ 1.6 △ 2.0 ▲ 5.2 △ 4.0 △ 9.1

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 11.0 ▲ 3.4 ▲ 5.2 ▲ 25.7 ±0.0

▲ 11.2 ▲ 11.2 ▲ 9.4 ▲ 14.9 ▲ 11.0

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気
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 調査期間：平成24年8月17日～23日 
 
調査対象：全国の417商工会議所が3015業種

     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（８月速報）
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全
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業
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の
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＋
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ト
の
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震
災
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影
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昨
年

は
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
等
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光
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に
好
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比
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象
の
昨
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る
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ま
と
ま
っ
た
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休
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が
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っ
た
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中
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製
造
業
を
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巻
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環
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は
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し
て
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先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
６
．
１

（
今
月
比
▲
２
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３
ポ
イ
ン
ト
）

と
、
悪
化
す
る
見
込
み
。
超
円
高

の
定
着
に
加
え
、
電
力
料
金
の
値

上
げ
に
よ
る
コ
ス
ト
増
や
、
穀
物

価
格
の
高
騰
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金

終
了
に
よ
る
内
需
の
反
動
減
等

へ
の
懸
念
か
ら
、
先
行
き
へ
の
不

安
が
強
ま
っ
て
い
る
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産
業
別
に
み
る
と
、
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
建
設
業
、
小
売
業
で
改
善
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ

の
他
の
２
業
種
は
悪
化
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。 

 

【
建
設
業
】「
民
間
工
事
は
低

調
な
も
の
の
、
公
共
工
事
は
順
調

に
受
注
出
来
て
い
る
」（
電
気
工

事
業
）、「
技
術
承
継
の
た
め
、
新

卒
の
技
術
者
を
数
名
採
用
し
た

い
が
、
募
集
し
て
も
応
募
が
な

い
」（
一
般
工
事
業
）、「
鉄
筋
や

型
枠
工
事
等
の
技
能
工
の
不
足

に
伴
う
賃
金
上
昇
に
よ
る
収
益

圧
迫
を
懸
念
」（
一
般
工
事
業
） 

 
【
製
造
業
】「
原
材
料
価
格
が

昨
年
末
か
ら
２
〜
３
割
上
昇
。
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
、
経
営
が

厳
し
い
」（
水
産
食
品
製
造
業
）、

「
エ
コ
カ
ー
補
助
金
が
終
了
間

近
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
取
引
先
が

減
産
し
始
め
て
お
り
、
受
注
が
減

少
」（
自
動
車
部
品
製
造
業
）、

「
取
引
先
が
海
外
生
産
へ
シ
フ

ト
し
た
こ
と
か
ら
受
注
が
停
止
。

先
行
き
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
希

望
退
職
者
を
募
集
せ
ざ
る
を
得

な
い
」（
プ
レ
ス
・
板
金
加
工
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
住
宅
建
設
が
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
青
森
ヒ

バ
が
不
足
し
、
仕
入
価
格
が
上

昇
」（
建
築
材
料
卸
売
業
）、「
米

国
の
干
ば
つ
の
影
響
に
よ
る
穀

物
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、
加
工
食

品
の
仕
入
価
格
も
上
昇
」（
食
料

品
卸
売
業
）、「
取
引
先
か
ら
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
が
常
態
化

し
て
お
り
、
利
益
確
保
が
困
難
」

（
服
飾
付
属
品
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
お
盆
商
戦
は
、

生
鮮
食
品
・
ギ
フ
ト
関
連
が
好

調
。
衣
料
・
雑
貨
の
夏
物
処
分
セ

ー
ル
も
継
続
中
だ
が
、
初
秋
向
け

商
品
の
動
き
も
出
始
め
た
」（
百

貨
店
）、「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
ネ
ッ
ト
販
売
の
利
用
者
が

増
加
し
て
お
り
、
地
元
小
売
店
へ

の
影
響
を
懸
念
」（
商
店
街
）、

「
県
外
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ト
ア
が
進
出
し
た
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
の
出
店
が
本
格
化
し
て
お

り
、
売
上
の
確
保
が
難
し
い
」

（
地
元
ス
ー
パ
ー
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
製
造
業
の

海
外
移
転
や
国
内
生
産
縮
小
に

よ
る
、
物
流
量
の
減
少
を
懸
念
」

（
運
送
業
）、「
電
気
料
金
が
前

年
比
で
１
０
％
増
と
な
り
、
収
益

を
圧
迫
し
て
い
る
」（
飲
食
店
）、

「
観
光
客
は
昨
夏
と
比
べ
て
増

加
し
た
も
の
の
、
客
単
価
が
低
調

で
、
売
上
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
」

（
旅
館
） 

 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

３月  23.9  33.6  15.3  27.4  30.0  18.1
４月  16.8  24.0   9.5  17.3  27.5   9.6
５月  17.5  24.9   7.5  14.0  29.3  13.8
６月  21.3  19.1  13.7  14.5  34.2  21.5
７月  25.2  25.8  18.1  23.6  43.1  15.6
８月  23.8  19.6  21.9  27.3  34.3  16.6

見通し  26.1  27.0  27.5  22.3  33.1  18.7
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


